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 緒言 

野球の投手は、走者の有無に関わらず

高い球速での投球が求められる。打者が

出塁した場合、投球開始姿勢はセットポ

ジションとなりかつ盗塁を防ぐ方法とし

て踏込み足を高く上げずに投球時間を短

縮させたクイックモーションという投球

動作を用いる。したがって投手のセット

ポジションには通常投球とクイック投球

の２様式が存在し、クイックモーション

を用いる場合においては、高い球速の投

球を短い動作時間で行うという運動課題

が生じる。しかしセットポジションにお

ける 2 様式の違いに関しての先行研究は

多くない。そこで本研究の目的は、セッ

トポジションの通常投球とクイック投球

の投球動作の運動学的特徴を明らかにす

ることを目的とした。 

 

 方法 

対象者は社会人企業チームに所属する

8 名で、投球動作の測定はチームの室内

投球練習場で行った。身体運動の計測に

は電磁ゴニオメータ投球動作確認として

ビデオカメラ、投球測定にはラプソード

用いた。投手には測定の説明した上で、

体幹部と投球腕にセンサを貼付した。実

験試技は、マウンド上の投球板から正規

距離（18.44m）離れたホームベースの後

ろに座っている捕手に向かって 2 つの条

件で全力投球を行うことであった。１つ

目の条件はストレートボールおよび試合

で用いる全変化球を２球ずつセットポジ

ションから通常投球させるもので、もう

１つの条件はセットポジションからクイ

ックモーションを用いて投球させるもの

であった。 

各試技について、７つのイベントにお

ける骨盤、胸郭、肩甲骨、上腕骨、前腕

の角速度とこれらの身体部位を連結する

各関節の関節角度を抽出した。①動作開

始時点（INI）：骨盤、上腕骨、前腕のい

ずれかの合成角速度が 57.3deg/s に到達

した時点、②踏み込み足の最大挙上時点

（MKH）、③投球腕のボールがグラブから

離れた時点（SEP）、④投球腕の上腕骨外

転角度が７０°に到達した時点（E70）、

⑤踏み込み足の接地時点（SFC）、⑥投球

腕が最大外旋角度に到達した時点（MER）、

⑦ボールリリース時点（BR）。 

各イベントの到達時刻（BR の時刻を

10秒として標準化した時刻）および各イ

ベントにおける角速度と関節角度を条件

間で比較した。到達時刻には F 検定を行

った後、等分散性ではなかった為、ウィ

ルコクスン検定を適用し、事後検定とし

てホルム法を採用した。投球速度と角速

度および対応のある t 検定を実施した。

統計的有意水準は全ての分析において

p=0.05 未満とした。 



 

 

第３章 結果  

投球速度は通常投球（135.4±4.1 

km/h）とクイックモーション（134.2±

4.1 km/h）の間に有意差は認められなか

った（p=0.066）。到達時刻については、

クイックモーションの方が有意に早期に

E70 以前のイベントに到達していた

(p=0.001)。関節角度では INI における

骨盤側方傾斜角、MKH における骨盤側方

傾斜角と肩甲骨外旋角に有意差が認めら

れた。また角速度においては、INI にお

ける骨盤側方傾斜角速度と骨盤回旋角速

度, SEP における骨盤側方傾斜角速度と

肩甲胸郭関節上方回旋角、SFC における

肩甲胸郭関節後方傾斜角速度と肩甲胸郭

関節内転角速度、MER と BR における肩

甲胸郭関節内転角速度に有意な差が認め

られた。 

 

第４章 考察 

本研究の目的は、クイックモーション

の運動学的特徴を明らかにすることであ

った。通常投球動作との比較分析の結果、

クイックモーションではボールリリース

までの動作時間（0.86s）が通常投球時

（2.12s）よりも有意に短い一方で、SFC

以降の身体部位の角度や角速度、動作時

間については両条件で酷似していること

が示された。つまりクイックモーション

における投球動作は通常投球動作におけ

る E70 までの動作を短縮したものと言え

る。 

クイックモーションでは MKH における

骨盤の側方傾斜角度が水平に近い状態を

保ち MKH の胸郭上腕関節外転角と SEP で

の肩甲胸郭関節上方回旋角が低くて肩甲

骨上方回旋角速度は高いことから、クイ

ックモーションでは足を高く上げないた

め骨盤を側方や後方に大きく傾けること

なく骨盤回旋を行っていること、および

短縮された動作時間内に投球腕を挙上さ

せるために肩甲骨上方回旋角速度を上昇

させていることが示された。動作時間短

縮への工夫は、MKH に向けて足を上げる

と同時に両上肢も一旦挙上させるという

通常投球にみられる動作を省略している

点にも見られ、クイックモーションでは

この時点での挙上を行わず、投球腕を降

下させつつ投球動作を開始していた。 

MERからBRにおいて、胸郭上腕関節外

旋角に有意差が認められなかったが、肩

関節外旋角についてはクイックモーショ

ンの方が有意に大きかった。これはクイ

ックモーションの方が SFC から MER にか

けての肩甲骨後方傾斜角速度が低く MER

での肩甲胸郭関節後方傾斜角が小さかっ

たことに起因する。このことはクイック

モーションでは上腕骨外旋時に肩甲骨が

低速度で後方傾斜していたことにより肩

関節がより大きく外旋したことを意味し、

肩内旋筋のストレッチショートニングサ

イクルによる筋力増強がより効果的に用

いられたことを示唆するものである。 

 

第５章 まとめ 

クイックモーションにおける投球動作

の時間短縮は SEP 時点までに行われてい

た。また投球動作は変容して角度および

角速度に有意な差が見られたが、投球速

度の違いはなかった。


